
● 全面教育 ●

主体的に取り組む児童・生徒をめざして
～学び合うチームみさと～

静岡県　浜松市立引佐北部小学校・中学校（校長　小川誠司）

①�９年間の学びの系統性・連続性を意識し、教員自らテーマを定めて「主体的に学び合
うチーム」をめざし、児童・生徒と共に学び合う
②�児童・生徒が主体的に取り組みたくなるような手立ての工夫
③複式学級の運営と指導の充実に向けて

［はじめに］

本校は、浜松市浜名区引佐町の北部に位
置し、愛知県との県境に近い山紫水明の自
然環境に恵まれた農村地域である。また、
伝統的な産業や文化などの教育資源が豊か
な地域である。
平成 22 年４月に田沢小・渋川小・久留
女木小の３小学校が統合し、引佐北部小学
校が開校。平成 24 年には、引佐北部中学
校が旧校舎から移転し、県内初の施設一体
型小中一貫校として開校した。
開校 13 年目を迎え、令和６年度４月現
在で、小学校５学級（３・４年複式）、中
学校４学級（知的特別支援学級１学級を含
む）、児童48人、生徒33人が在籍している。
学校行事や学習の中では、異学年交流を
通して学び合い、昼休みには、学年を越え

て小中の児童・生徒が一緒に遊び、関わり
をもちながら過ごしている。
地域とのつながりも大切にしており、「ふ
るさと科」※１の学習では、地域の方との
交流を通じて、地域の自然や産業について
学び、地域貢献への意識を高めている。

平成 24 年施設一体型小中一貫校開校（入学式）
※１　�地域を活性化させるための学びを、地域と

共同で行う、特別の教育課程
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Ⅰ　研究の概要

１　研究主題設定の理由
本校の学校教育目標は、「心豊かにたく
ましく生きる児童・生徒の育成」である。
前年度、学校の理念である「みんなでつく
る『みさと』※２の学校」を基に、「自分
たちの学校は自分たちでつくる」という意
識を向上させたいと考え、児童・生徒、全
教職員や学校運営協議会が、それぞれに話
合いの場を作り、学校教育目標について検
討した。次に、「心豊かに生きるとは」、「た
くましく生きるとは」具体的にどのような
姿なのかについて、本校の捉えをブロック
（初等部・中等部・高等部）ごとに話し合い、
全教職員で共有するとともに、学校運営協
議会委員からも意見をいただいて、より具
体的な目指す子供の姿を設定した。
本校の児童・生徒は、「素直で寛容な子
供が多く、与えられた課題に真面目に取り
組み、他者の異なる考えを受け入れながら
学ぼうとする姿が見られる」というよさが
ある一方で、「仲間や教員の話に耳は傾け
ているものの、それに対して自分の考えを
深めたり広げたりすることや、学びを自分
事として捉えて粘り強く取り組み、次に生
かそうとする場面は少ない」という課題を
抱えている。そこで、「主体的に取り組む
児童・生徒を育みたい」という全教職員の
思いに至った。
子供の主体性を育むためには、各教科に
おける授業、特別活動、部活動等のあらゆ
る教育活動において、教職員の意識を「指
導」から「支援」へ変えていく必要がある。
子供に本来備わっている可能性を引き出す
ことが大切であり、そのために子供に寄り
添った支援を行うことで、子供が主体的に
学んだり、行動したりするようになると考

えた。
学習指導要領総則には、「主体的な学び」
を「学ぶことに興味や関心を持ち、自己の
キャリア形成の方向性と関連付けながら見
通しをもって粘り強く取り組み、自己の学
習活動を振り返って次につなげること」と
ある。自分も他者も大切にし、互いに認め
合うとともに、各々に合った目標の達成に
向けて、見通しをもって挑戦し続けること
ができる児童・生徒の育成を目指し、本年
度の研究主題を「主体的に取り組む児童・
生徒をめざして」と定めた。

２　校内研修の取組
「主体的に取り組む児童・生徒をめざし
て」のサブタイトルを「学び合うチームみ
さと」とした。教職員も自ら目標をもち、
見通しをもって研修する「主体的に学び合
うチーム」をめざして、小グループで研修
を進めていく期間を設定した。基本的には、
個人のテーマを定め、それを基に実践を進
めるが、教科や校種に囚われない、４人程
度の小グループを編成し、各グループで実
践内容を検討したり振り返ったりする、Ｐ
（Plan）→Ｄ（Do）→Ｃ（Check）→Ａ（Action）
のサイクルを繰り返して協働的に研修を進
めていくこととした。教職員自らが多様な
意見を取り入れながら研修を実践していく
ことは、子供たちの学びと共通するところ
であり、研修での学びが子供たちの学習、
生活、行事等の教育活動に還元されていく
と考えた。大人も子供も学び方を共有し、
改善しながら学び続けていくことで、「学
校全体で主体的に学び合うチーム」として
取り組むこととした。
※２　�田沢・渋川・久留女木地区を一つとして「み

さと（三里）」と称している。
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３　グランドデザイン

Ⅱ　研究の方策

１　研究の方向性を明確にする
９年間の小中一貫教育を、学校全体で主
体的に学び合うチームとして取り組むため
に、「めざす子供の姿」について教職員で
話し合い、「自分に合った目標を立て、そ
の達成に向けて、見通しをもって試行錯誤
しながら挑戦し続ける子供」とした。そし
て、「めざす子供の姿」の実現に向け、個
別に研究テーマ・研究の仮説を立て、授業
実践を通して検証を行うこととした。

２　仮説を立てて検証する
仮説を立証できるかどうかを推考するこ
と自体が、学びや改善のきっかけとなると
考え、仮説を立てる際には、教職員が主体
的に研究を進められるよう、一人一人の関

心に沿って仮説を立て、研究を行うことと
した。そして、研究成果が仮説と合致する
かどうかを見通しながら実践を行うことと
した。

３　小グループで協議する
研究を進めていく上での、教職員一人一
人のもつ悩みや困り感をグループで共有す
ることで、各自が研究の見通しをもちやす
く、安心して研究が進められるよう、教職
員一人一人が立てた仮説を基に、AI 機能
を活用して、教科や校種に囚われない、４
人程度の小グループを編成し、定期的に協
議した。

４　自己調整しながら研究を進める
グループ協議や授業実践の記録を、スプ
レッドシートに記入することにより、自分
の実践を振り返ったり、他の教職員の記録
から学んだりしながら、研究の進捗状況や
妥当性を客観的に判断し、自己調整しなが
ら研究を進められるようにした。 

個別の授業研究記録
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Ⅲ　実践の内容

１　９年間の学びの系統性・連続性を意識
した授業

中学校：音楽科
「きれいな歌声を自覚できる音楽科の授業
づくり」（７～９年）
（１）テーマ設定の理由／研究のねらい
本校の児童・生徒は、「地声」と「歌声」
を分けることが難しいという課題がある。
小学校音楽科の学習活動でも歌唱に親し
み、浜松市の音楽研究発表会や卒業式の全
校合唱等に向けて、合唱練習に取り組んで
きたが、少人数で声量が少ないため、大き
な声で歌おうとしてしまう。周囲の声に耳
を傾けながら「歌声」で歌う心地よさに気
付かせたい。

（２）研究の仮説
「歌声」の本質を知り、「地声」と「歌声」
の違いに気付くことで、声を出す楽しさだ
けでなく、曲を奏でる楽しさを知ることを
通して、歌唱について探究していく気持ち
が高まるだろう。

（３）活動内容
①�「歌声」とはどのようなものなのか、と
いうイメージを持たせるために、同じ中
学生が歌う映像を見て、具体的な印象を
持てるようにした。そして、自分たちが
歌う様子を何度か録画し、その映像を比
較して見ることを通して、どのような違
いがあったのか、生徒たちの気付きを伝
え合い、「歌声」について確認した。

動画から感じたことを共有し、本時につなげる

②�歌うときに気を付けるポイントを生徒自
身が明らかにし、呼吸や息の流れを意識
しながら歌う習慣を身に付けられるよう
に教員が助言した。そして、「歌う生徒」
と「歌声を聴く生徒」を交替しながら、
生徒同士が互いに助言し合った。

聴き合った感想から、改善点を見つける

③�活動前後の全員合唱の映像を見て、聴き
比べることにより、声の響きが豊かに
なったかを確認した。

全体で歌声の響きを確認しながら歌う
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スプレッドシートによる実践記録
６、実践の記録
月　日 内　容 振り返り
6月 24日 個別研究

交流会
中学生において研究を行うこ
ととした。それぞれの学年の
特徴を踏まえて、どのように
研究を進めていくか、検討で
きた。

7月 25日 校内研修＆
ICT研修

校内研修では、限られた時間
で要点をどう押さえて主な活
動に入るかを考え直す機会と
なった。普段は、ゆとりがあ
るように感じていたが、ポイ
ントの押さえ方で、集中する
ところを絞ることができる。
ICT研修では、なかなか実用
できていなかったが、記録に
残る形で交流やまとめを行う
ためのいろいろな方法を知る
ことができた。

8月 30日 校内研修＆
ICT研修

校内研修の中で、改めてゴー
ルを見据えて、いつ、何を発
表して、自分の研究をまとめ
ていくのかについて、詳しく
していくことができた。指導
の際には、どこをポイントに
していくか考えたい。

9月 2日 合唱授業
「心の瞳」

久しぶりにいろいろな人と一
緒に歌うという場面になっ
て、いつもよりも力を抜い
て歌うことができていた。ま
た、合唱音源を夏休み中に聴
いていたこともあって、特に
男子がよく響く声を出せてい
た。「いい声」のイメージづ
くりは、成功したように感じ
た。

9月 30日 合唱授業
「心の瞳」

久しぶりの合唱練習になった
ため、音程が分からなくなる
部分が出てきていた。新しい
試みで、ピアノでの音取りを
最小限にして、声で合ってい
るかを確認すると、生徒自身
から重なりを感じ取り、音程
の高さのイメージを考える発
言が見られた。

10月 7日 合唱授業
「心の瞳」

発表するときに近い形で歌う
ことができた。いつもより自
分のパートが多いこともあっ
て、自信をもって歌うことが
できたのではないかと思う。
また、大きな声で歌うことが
できるようになったことで、
それぞれの音の取りづらさが
分かり、以前までは、きれい
に整った歌ものどを使い過
ぎて、力んだ歌声になってし
まった。空気を循環するブレ
ストレーニングと幅の広い跳
躍がある発声練習を授業の中
でも取り入れたい。

10月 21日 合唱授業
「心の瞳」
（授業公開）

前回の動画から姿勢や楽譜
の持ち方、統一したいことを
確認できた。休み明けという
こともあって、正しい音程に
はまらなかった。後は、本番
に向けて最終調整していきた
い。

10月 25日 みさとパビ
リオン

十分な声出しができないま
ま、迎えた本番になった。また、
この１週間で練習に自主的に
取り組む様子が見られた。

10月 28日 歌唱テスト 本番でどんな歌が聞かせられ
たか、興味を持つ様子が見ら
れた。また、１学期に行った
歌唱のテストに比べると、正
しい音の高さやきれいな声の
出し方に関心を持ち、自身の
歌について評価ができるよう
になっていた。今回のパビリ
オンに向けた合唱への意識を
卒業合唱につなげていきたい。

（４）研究の成果と課題
〇�胸式呼吸で歌ってしまうため、声量をコ
ントロールすることが難しかったが、発
声練習を行う前に、ストレッチを行うこ
とで、体全体の力が抜けて、滑らかな声
で歌うことにつながった。また、声を出
すときの自身の体の様子を体感できるよ
うになった。
〇�発声練習では、口の中を広く保ち、空気
をたくさんためながら歌う練習や、音の
つながりに意識が向くように、音域を広
げて練習したことで、喉が開きやすくな
り、音程をイメージしながら歌うことが
できた。
〇�男子生徒の中には、男性らしい声の出し
方を追究し、女性パートとは違う響きを
作ろうとする様子が見られた。
〇�響きを合わせる際には、耳をどこに向け
たらよいのか困惑する生徒も見られたが、
練習を重ねていくうちに、聞き取れるよ
うになり、他パートへの助言も見られた。
●�歌唱の探究については、個人差が見られ
た。個々の課題意識が明確になることで
解決できるのではないかと考えた。
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２　児童・生徒が主体的に取り組みたくな
るような手立てを工夫した授業

小学校：�保健（中学校の保健体育科教職員
との TT授業）

「児童が学んだことを実践に移し、健康に
関するセルフケア能力を高めるための児童
主体の授業づくり」
（１）テーマ設定の理由／研究のねらい
本校には、健康に関する基礎知識はある
が、実践に移そうとする児童が少なく、セ
ルフケアをせずに保健室に来室する児童が
多い。また、健康に関する課題を自分事と
してとらえられていない現状がある。そこ
で、健康に関する課題を自分事として捉え
て、児童主体で学ぶことのできる指導の工
夫を行い、児童のセルフケア能力を高めた
いと考えた。

（２）研究の仮説
一人一人が、身近な健康に関する課題に
ついて考え、課題を解決するための方法を
学び合い、学んだことを実生活において、
実践することで、生涯を通じて健康な生活
を送るためのセルフケア能力を高めること
ができるだろう。また、保健指導や怪我の
手当て（５年生保健）の授業を通して、身
近な怪我の手当てについて学び、怪我をし
た際、自分で手当てをすることができるよ
うになるだろう。

（３）活動内容
①�各学年の身体測定の際に、自分でできる
怪我の手当て（擦り傷・鼻血）について
保健指導を行った（１～６年）。保健室
に来室する前にできる自分の手当てにつ
いてクイズ形式で考えた後、それぞれの
学年に合わせて正しい手当ての仕方を実
践した。

校内の怪我の種類別件数と怪我の実態を知る

②�保健の授業では、怪我の種類（擦り傷・
切り傷・鼻血・やけど・打撲・ねんざ・
つき指）の事例を挙げて、日常生活と関
連付けながら、自分事として考えられる
ようにした。

③�怪我が起きてしまった際に、どのように
すればよいのか、観察する視点や判断の
ポイントを伝えた。グループごとに、怪
我の種類ごとに手当ての方法について考
え、ミニ救急セットから必要な物を取り
出し、実演しながら正しい手当てについ
て話し合った。そして、考えたことをホ
ワイトボードにまとめた。

グループごとに、怪我の対応について考える

④�グループごとに、考えた手当ての仕方を
発表し、全体で怪我の種類ごとの手当て
の仕方を確かめた。その後、各自で授業
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の振り返りをワークシートに記入した。　

グループで考えた手当ての仕方を発表する

（４）成果と課題
〇�グループワークを通して、日常生活を振
り返り、自分たちにもできる手当てにつ
いて考えることができていた。
〇�怪我の事例を挙げたり、ミニ救急セット
を用意したりして話合いを進めたこと
で、子供たちが手当ての仕方をイメージ
して考えることができた。
〇�保健指導後、自分でできる手当てをして
から来室する児童が増えた。高学年の児
童の中には、低学年の児童に付き添って、
低学年の児童でもできる手当てを教えて
いる場面も見られた。
●�今後も、自分でできる手当てについて指
導を続けていくが、怪我をしないために
はどのようにしたらよいのかについても
子供たちに考えさせていきたい。委員会
の活動として取り組むことも考えられる。

小学校：特別の教科　道徳
「子供たちが問いを持ち続け、主体的に問題
解決していく授業づくり」～考えたくなる
課題の設定や効果的な思考ツールの活用～
（１）テーマ設定の理由／研究のねらい

主体的に学ぶためには、学習に臨む児童
が受け身ではなく「学びたい」「考えたい」
と本気で取り組むことができる授業改善が
必要である。そのためには「実物」「実演」
「対話」を通して教材との出会いを大切に
し「あれ？どうしてだろう？」という「問
い」からスタートすることが「思い・願い」
を引き出す学習課題につながり「追究し続
けられる問い」となると考えられる。また、
課題解決に向かう学びの場において「どう
考えたらいいのか分からない」「考えたこ
とを筋道立てて書きまとめることができな
い」という児童に対し、適切な手立てが必
要である。そこで、自分の頭の中で考えた
ことを図として表せる「思考ツール」の活
用が考えられる。「思考ツール」によって、
思考が可視化され、自分の考えが整理でき
る。そして、自分の思考を言語化し、自分
の考えを相手に伝えたり、他者の考えに
触れたりする場がよりよくもてるように
なると考えられる。以上のことを実践す
ることで、主体的に学ぶ児童の育成をし
たい。

（２）研究の仮説
教材との出会いを大切にし、子供たちの

「問い」を引き出す課題設定の工夫をすれ
ば、授業を通して問いを追究し続けられる
であろう。また、学びの場において「思考
ツール」を用いた授業を展開する中で、思
考を可視化・整理することで、一人一人が
問題解決の見通しを持ち、主体的に学習に
取り組むことができるだろう。

（３）活動内容
①�自分の将来の夢や目標について考えるこ
とを通して、本時の課題をつかむ。
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自分の将来の夢や目標について語り合う

②�「スポーツの練習が大変で辛いときに、
ガマンするのとガマンしないのは、どち
らがいいのか。」という問いに対して、
クラゲチャートに自分の考えを理由付け
しながら書く。

クラゲチャートに自分の考えを書き、視覚化する

③�バタフライチャートを用いて、付箋を貼
りながら、主張の違う友達との話合いを
通して、自分の考えを高めたり、広げた
りする。

バタフライチャートで多面的・多角的に思考する

④�グループ交流の際に出てきた意見を全体
の場で発表する。

各グループの意見を可視化する

⑤�これから夢に向かって頑張っていく自分に
手紙を書く。人生の先輩（芸人）のアド
バイスを聞くことにより、高い目標を立て、
希望と勇気を持ち、困難があってもくじけ
ずに努力して物事をやり抜こうとするこ
とを自分事として考えられるようにする。

教職員の説話を聞く

（４）成果と課題
〇�子供たちの学習意欲の向上、主体的な学
びをめざして、教材との出会いを工夫し
た結果、自分自身と向き合って考えてい
る姿が見られた。
〇�身近なことを取り上げて考えさせる場面
を設定し、思考ツールの活用を試みた結
果、違う考えを持つ子との交流で、多面
的・多角的に考え、自己の考えを深める
ことにつながった。
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●�今回の実践から、学習教科に合わせた思
考ツールを選び、学習意欲の向上と主体
的な学びにつなげていけるようにした
い。また、ICTを有効的に活用したい。

３　複式学級の運営と指導の充実に向けた
授業実践

小学校：複式学級における共同研究
「本校における複式学級の主体的な授業づ
くり」～学習リーダーを軸にした、教科の
特性を生かした協働的な学び～
（１）テーマ設定の理由／研究のねらい
本校では、３・４年生を複式学級として
編制した教育活動を行っている。
現在、実施している「わたり」体制での
授業は、算数科を主軸に行っているが、来
年度以降は、他教科においても「わたり」
や「合同」の体制で授業を進めていきたい
と考えている。「合同」の体制では、単学
級の学年別の授業同様に学びを進めていく
ことができる。しかし、「わたり」の体制
では、一人の教員が指導する中で、直接指
導と間接指導の学習活動が進んでいく。特
に、間接指導の場においては、子供たちに
授業の進行を任せることになる。子供たち
が個々に一人学びを進めたり、仲間と考え
を共有したりする場となる。
そこで、担当する教科（理科・社会科）
の学習において、どの場面を直接指導とし、
どの場面を間接指導とするのがよいか、２
学年の直接指導と間接指導をどのように組
み合わせるのがよいか、また、間接指導を
児童の自力解決の場とし、充実したものに
していくための手立てとして、一人学びの
手引きや学習リーダーを取り入れ、どのよ
うに仕組んでいけば児童が主体的・協働的
に学びを進めていけるのか追究することを
ねらいとした。

（２）研究の仮説
複式学級での学習において、直接指導と
間接指導の場面、２学年の直接指導と間接
指導の組み合わせ方、一人学びの手引きの
活用と、学習リーダーによる学びの進め方
を工夫して行うことにより、子供たちは主
体的・協働的に学習に取り組めるようにな
るであろう。

（３）活動内容
教員の動きを可視化した指導案を作成
し、授業実践を行った。
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（４）成果と課題
〇�学習内容につながりをもたせられると、
上学年にとっても下学年にとっても、新
たな学びが生まれて効果的であった。
〇�単元ごとの学習の見通しを子供たちと共
有しておけば、学習リーダーが主体的に
授業を進めていた。リーダーが困ったと
きには、他の子に相談したり教員に質問
したりすることが自然に身に付いていた。
〇�３年生の質問に、生き生きと答える４年
生の姿から、非認知能力の高まりを感じ
た。また、下級生を相手に１年前の学習
事項について振り返ることは、上級生に
とっても意義ある学びになった。
〇�社会科では、単元にこだわることなく、
複式学級での授業が可能と考える。
〇�２学年の直接指導と間接指導の組み合わ
せ方については、今回のように直接指導
の時間帯をずらして組む必要がある。２
学年の授業を表す指導案形式の活用が望
ましい。

●�学年によっては、学習リーダーが苦手な
児童もいて、子供の実態に合った進め方
を考える必要がある。
●�理科では、天候等に左右されがちな単元
内容が非常に多く、単元内容をうまく組
み合わせて授業を行うのは、とても難し
いことが分かった。
●�社会科では、主体的・協働的な学びに重
点を置いたため、本来の教科としての目
標達成が曖昧になってしまった。

４　終わりに
「学校全体で主体的に学び合うチームみ
さと」として研究実践を進めることで、協
働的に研修を進めることができたと感じ
る。教職員を対象として行った研修後の振
り返りアンケートでは「研修主題が、児童・
生徒、教職員に合っている」と答えた教職
員は 85.5％、個別研修の満足度は 94％と
高い数値であった。このことから、今年度
の実践を通して学びの多い研修になったと
考える。
しかしながら、上記のような課題点（●
で示した点）も見られることから、今後も
研鑽を積み、大人も子供も共に学び合う
チームとして進めていきたい。子供たちの
笑顔のために。

南校舎と本校のアイドル「きりやまさるくん」

� （研修主任：加藤奈美江）
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